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３年生、始動！！ 

新年度が始まって早一週間が経ちました。新し

いクラスになり、もう少し落ち着きのない様子に

なるかなと思っていましたが、落ち着いたスター

トが切れているように感じます。委員会や係決め、

そして修学旅行の班決めなど、まだ慣れない中で

たくさんのことを決めなければいけませんでし

た。このあとも、運動会の選手決めや部屋やバス

座席決めなど、たくさん控えています。先日の修

学旅行のガイダンスで「これだけの人数がいる中

で、みんなが平等に納得する決定をするのは非常

に難しい」という話をしました。その中で、それ

ぞれがちょっとずつの我慢をすることも、見えな

いけれども「学び」や「協力」ではないかなとい

う話をしました。 

「環境が人を作る」蓮池校長先生がよく口にす

る言葉です。３年生になったということで、授業

に臨む姿勢や委員会・係活動に臨む姿勢が上向き

になっている気がします。３年生になったという

それだけで変わるのか？という気もしますが、中

学生にとってはそれだけ大きな環境の変化なの

かもしれません。これまでの積み重ねによるのだ

と思いますが、ぜひ、お互いに切磋琢磨して、励

ましあい、声をかけ合いながら、互いに成長でき

る最高の集団（環境）を作り上げていってほしい

と思います。 

 

感謝です。 

１年生、２年生と一緒に過ごしてきた江田先生

が、産・育休に入ることもありこの学年の所属で

はなくなりました。始業式の日に学年教員が発表

されたあと、３年生はその場に残って江田先生か 

 

 

 

 

 

 

 

ら３年生に向けて話をしました。「泣いてしまい

そう」と言いながら、すでに涙を流していた江田

先生。それを見て涙を流す学年の先生や生徒もい

ました。まだお別れというわけではないのに、す

ごく寂しい気持ちになりました。それはきっと、

この２年間でそれだけ濃い時間を過ごしてきた

からだと思います。体調不良をおして、スキー移

動教室や終業式に行こうとしていた江田先生。江

田先生が、この学年の生徒に注いでいた愛情の大

きさを考えると残念でなりませんが、卒業する時

に「これだけ立派になりました」と言えるように、

これまで江田先生からもらったたくさんのもの

を大事にして生活していきましょう。まだお別れ

ではありませんから、学校にいる間にたくさん話

をしてください。そして、感謝の思いも伝えてい

きましょう。 

 

 

 

４ 

月 

15 日（水） 
コース決め① 

専門委員会 

17 日（金） 保護者会 

21 日（火） 
腎臓検診 １回目 

個人写真 

22 日（水） 全国学力調査（英） 

23 日（木） 
全国学力調査（国数） 

運動会選手決め 

24 日（金） 内科検診 

 


